
は
じ
め
に

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
爆
発
的
な
普
及
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
に
、
情
報
通
信
分
野
の
技
術
が
急
速
に
進
ん

で
い
る
。
我
が
国
で
は
、
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に

よ
り
世
界
的
規
模
で
生
じ
て
い
る
急
激
か
つ
大
幅
な

社
会
経
済
構
造
の
変
化
に
適
確
に
対
応
す
る
た
め
、

高
度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
形
成
基
本
法

（
Ｉ
Ｔ
基
本
法
）
が
平
成
1
3
年
１
月
に
施
行
さ
れ
た
。

こ
の
Ｉ
Ｔ
基
本
法
に
基
づ
き
、
内
閣
総
理
大
臣
を
本

部
長
と
す
る
高
度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
推

進
戦
略
本
部
（
Ｉ
Ｔ
戦
略
本
部
）
が
設
置
さ
れ
、
第

１
回
会
議
に
お
い
て
、
５
年
以
内
に
世
界
最
先
端
の

Ｉ
Ｔ
国
家
と
な
る
こ
と
を
目
指
す
「
e
‐
J
a
p
a
n
戦
略
」

が
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
戦
略
に
は
、
４
つ
の
重
点
施

策
分
野
が
あ
り
、
そ
の
一
つ
が
「
電
子
政
府
の
実
現
」

で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
「
2
0
0
3
年
ま
で
に
、

行
政
（
国
・
地
方
公
共
団
体
）
内
部
の
電
子
化
、
官

民
接
点
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
行
政
情
報
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
公
開
・
利
用
促
進
、
地
方
公
共
団
体
の
取
組

み
支
援
等
を
推
進
し
、
電
子
情
報
を
紙
情
報
と
同
等

に
扱
う
行
政
を
実
現
し
、
幅
広
い
国
民
・
事
業
者
の

Ｉ
Ｔ
化
を
促
す
。
」
と
な
っ
て
お
り
、
地
方
自
治
体

も
Ｉ
Ｔ
を
道
具
と
し
て
活
用
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
、
簡
素
で
効
率
的
な
行
政
を
運
営
す
る
こ
と
が

要
請
さ
れ
て
い
る
。

　
本
稿
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
電
子
自
治
体
の
ニ
ー

ズ
を
概
観
し
、
次
に
各
府
省
で
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ

ン
等
が
策
定
さ
れ
て
い
る
「
電
子
申
請
・
届
出
」
、

「
個
人
認
証
」
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
い
、
そ

の
後
「
電
子
自
治
体
」
に
つ
い
て
言
及
す
る
と
い
う

構
成
と
し
て
い
る
。

　
な
お
、
本
稿
に
お
け
る
記
述
は
、
あ
く
ま
で
筆
者

の
個
人
的
見
解
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
横
浜
市
の

公
式
見
解
を
示
し
て
い
な
い
点
に
つ
き
、
あ
ら
か
じ

め
お
断
り
し
て
お
く
。

２

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し
た

市
民
ニ
ー
ズ

　
政
府
は
、
電
子
政
府
・
電
子
自
治
体
実
現
に
向
け

て
、
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら

を
利
用
す
る
国
民
は
、
電
子
政
府
・
電
子
自
治
体
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
総
務
省
が
平
成
1
3
年
１
月
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

利
用
者
を
対
象
者
に
実
施
し
た
「
電
子
政
府
に
関
す

る
意
識
調
査
」
で
は
、
「
国
の
電
子
政
府
」
・
「
電

子
自
治
体
」
へ
の
期
待
と
し
て
は
、
「
手
続
や
予
約

等
が
自
宅
や
職
場
か
ら
何
時
で
も
で
き
て
便
利
に
な

る
」
7
4
・
８
％
と
、
他
の
項
目
と
比
較
し
て
突
出
し

て
お
り
、
つ
い
で
「
情
報
化
時
代
に
対
応
し
て
政
府

や
自
治
体
で
効
率
化
が
進
む
」
が
4
5
・
１
％
と
な
っ

て
い
る
。

　
ま
た
、
電
子
自
治
体
で
必
要
な
各
種
申
請
・
届
出

等
の
内
容
と
し
て
、
「
住
民
票
や
印
鑑
登
録
等
各
種

証
明
書
の
発
行
」
が
9
3
・
５
％
と
、
ほ
と
ん
ど
の
回

答
者
が
区
役
所
等
で
交
付
し
て
い
る
証
明
書
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
申
請
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

　
つ
い
で
「
出
生
や
転
出
入
等
」
が
6
9
・
６
％
、

「
各
種
施
設
利
用
」
が
6
7
・
３
％
、
「
図
書
検
索
・
貸

出
」
が
6
6
・
３
％
、
「
粗
大
ゴ
ミ
等
」
が
6
3
・
２
％

と
日
常
生
活
に
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
申
請
・
届
出
が
で
き
る
よ
う
期

待
し
て
い
る
。

　
一
方
、
国
の
電
子
政
府
で
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
で
は
、

「
行
政
や
政
治
に
参
加
し
や
す
く
な
る
」
が
2
0
・

８
％
、
「
法
令
や
施
策
の
情
報
が
自
由
に
取
り
出
せ

て
行
政
や
政
治
へ
の
理
解
が
進
む
」
が
1
6
・
９
％
と

低
い
比
率
に
な
っ
て
い
る
が
、
「
重
要
な
施
策
の
賛

否
を
問
う
国
民
投
票
」
が
6
3
・
２
％
、
「
法
令
や
制

度
に
関
す
る
詳
細
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
提
供
」
が
6
1
・

８
％
、
「
審
議
会
や
委
員
会
等
へ
の
意
見
具
申
」
が

4
1
・
２
％
と
比
較
的
高
率
と
な
っ
て
お
り
、
国
民
の

直
接
的
な
国
政
へ
の
参
加
期
待
が
う
か
が
え
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
「
手
続
や
予
約
等
が
自
宅
や
職
場

か
ら
何
時
で
も
で
き
て
便
利
に
な
る
」
へ
の
期
待
感

は
、
地
方
自
治
体
に
お
け
る
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
電
子

は
じ
め
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し
た
市
民
ニ
ー
ズ

Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ
る
行
政
事
務
の
簡
素
効
率
化

電
子
申
請
・
届
出

個
人
認
証

電
子
自
治
体

お
わ
り
に

図‐1　電子申請・届出のイメージ
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化
を
進
め
る
取
組
が
必
要
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い

る
。

　
ま
た
、
「
国
民
投
票
」
や
「
審
議
会
へ
の
意
見
具

申
」
へ
の
期
待
感
は
政
策
や
施
策
の
決
定
過
程
に
参

加
し
た
い
と
考
え
ら
れ
、
現
在
の
間
接
民
主
主
義
を

補
完
す
る
た
め
に
直
接
市
民
が
関
与
で
き
る
仕
組
み

が
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

３

－
Ｔ
活
用
に
よ
る
行
政
事
務
の

簡
素
効
率
化

　
電
子
自
治
体
構
築
の
目
的
の
一
つ
で
あ
る
行
政
事

務
の
簡
素
効
率
化
に
つ
い
て
、
企
業
を
参
考
に
平
成

1
3
年
４
月
に
内
閣
府
経
済
社
会
総
合
研
究
所
が
公
表

し
た
「
Ｉ
Ｔ
が
も
た
ら
す
企
業
経
営
改
革
」
で
は
、

調
査
対
象
の
9
1
・
７
％
の
企
業
が
「
業
務
の
ス
ピ
ー

ド
ア
ッ
プ
」
を
、
4
8
・
２
％
の
企
業
が
「
人
件
費
の

削
減
」
を
Ｉ
Ｔ
投
資
の
効
果
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

　
ま
た
、
今
後
の
Ｉ
Ｔ
投
資
の
対
象
業
務
と
し
て
は
、

6
4
・
１
％
の
企
業
が
「
調
達
」
を
、
5
6
・
0
％
の
企

業
が
「
経
営
企
画
」
を
挙
げ
て
お
り
、
目
的
と
し
て

は
、
「
組
織
の
効
率
化
等
組
織
改
革
」
や
「
調
達
コ

ス
ト
の
削
減
」
を
挙
げ
て
お
り
、
企
業
収
益
力
強
化

な
ど
経
営
戦
略
上
の
積
極
的
な
目
的
で
Ｉ
Ｔ
投
資
を

行
お
う
と
し
て
い
る
。

　
行
政
に
お
い
て
も
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
今
ま
で
以
上

に
、
「
組
織
の
効
率
化
等
組
織
改
革
」
や
「
調
達
コ

ス
ト
の
削
減
」
を
図
り
、
行
政
事
務
の
簡
素
効
率
化

に
務
め
る
必
要
が
あ
る
。

電
子
申
請
・
届
出

電
子
申
請
・
届
出
と
は
、
こ
れ
ま
で
紙
で
行
わ
れ

て
き
た
、
民
間
か
ら
政
府
・
地
方
自
治
体
、
政
府
・

地
方
自
治
体
か
ら
民
間
へ
の
行
政
手
続
（
民
間
と
行

政
機
関
と
の
間
で
行
わ
れ
る
申
請
・
届
出
お
よ
び
結

果
通
知
等
の
手
続
）
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用

し
て
電
子
化
す
る
こ
と
で
、
電
子
申
請
・
届
出
に
よ

り
、
行
政
手
続
に
関
わ
る
申
請
者
負
担
の
軽
減
や
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
向
上
を
図
る
と
と
も
に
簡
素

で
効
率
的
な
行
政
を
運
営
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
申
請
者
は
区
役
所
等
の
申
請
窓
口

に
足
を
運
ば
な
く
て
も
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、
時

間
や
場
所
の
制
約
を
受
け
ず
に
手
続
き
が
で
き
る
こ

と
に
な
る
。
（
図
－
１
）

　
現
在
、
総
務
省
が
電
子
申
請
・
届
出
汎
用
シ
ス
テ

ム
の
仕
様
を
検
討
し
て
お
り
、
平
成
1
3
年
３
月
に
概

要
が
発
表
さ
れ
、
秋
に
は
第
１
版
の
仕
様
が
公
表
さ

れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
汎
用
シ
ス
テ
ム
は
、

各
手
続
き
毎
に
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
無
駄
を
省

き
、
各
手
続
の
共
通
的
な
機
能
を
有
す
る
も
の
で
あ

り
、
所
管
課
で
は
申
請
・
届
出
書
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

や
形
式
審
査
な
ど
、
各
手
続
き
固
有
の
部
分
の
み
作

り
込
む
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
（
図
－
２
）

　
ま
た
、
外
務
省
及
び
環
境
省
（
注
）
を
除
く
各
府

省
は
、
「
ｅ
-
J
a
p
a
n
重
点
計
画
」
に
基
づ
き
、
各
個
別

手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
実
施
時
期
の
前
倒
し
、
簡
素

化
等
手
続
そ
の
も
の
の
抜
本
的
見
直
し
及
び
事
務
処

理
の
電
子
化
と
い
う
観
点
か
ら
、
既
存
の
申
請
・
届

出
等
手
続
の
電
子
化
推
進
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
を

見
直
し
、
新
た
な
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
を
策
定
し

た
。

　
新
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
で
は
、
国
の
扱
う
手
続

き
だ
け
で
な
く
、
地
方
自
治
体
が
扱
う
法
定
受
託
事

務
及
び
自
治
事
務
に
関
し
て
、
法
令
改
正
内
容
や
標

特
集
・
Ｉ
Ｔ
社
会
と
横
浜
の
戦
略
②
横
浜
市
の
Ｉ
Ｔ
化
へ
の
取
り
組
み

準
仕
様
の
提
示
等
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
た
め
の
要
領
等

を
提
示
す
る
時
期
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
地
方
自
治
法
第
２
条
第
９
項
第

１
号
法
定
受
託
事
務
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
対
象
手

続
き
1
5
4
2
件
の
う
ち
、
平
成
1
4
年
度
ま
で
に
９

７
４
件
、
平
成
1
5
年
度
ま
で
1
4
6
2
件
の
実
施
方

策
等
を
提
示
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
同
法
第
２
条
第
９
項
第
２
号
法
定
受
託
事

務
及
び
同
第
８
項
自
治
事
務
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化

対
象
手
続
き
3
6
1
0
件
の
う
ち
、
平
成
1
4
年
度
ま

で
に
2
0
8
1
件
、
平
成
1
5
年
度
ま
で
3
4
5
2
件

の
実
施
方
策
等
を
提
示
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

個
人
認
証

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
代
表
す
る
オ
ー
プ
ン
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
脆
弱
で
あ
り
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
流
れ
る
デ
ー
タ
は
暗
号
化
さ
れ
て
い

な
い
限
り
、
丸
見
え
状
態
で
あ
る
と
同
時
に
デ
ー
タ

を
途
中
で
改
ざ
ん
す
る
こ
と
も
非
常
に
容
易
な
こ
と

で
も
あ
る
。
ま
た
、
あ
る
人
物
の
名
を
か
た
っ
て
も
、

本
人
か
否
か
確
認
す
る
手
段
も
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
て
申
請
・
届

出
手
続
き
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、
申
請
者
本
人
が

申
請
者
の
意
志
で
手
続
き
を
行
お
う
と
し
て
い
る
の

か
確
認
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
本
人
確
認
」
と
、
申
請

内
容
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
で
の
改
ざ
ん
の
有
無
を
確

認
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
原
本
性
保
証
」
を
確
保
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
確
保
で
き
な
け
れ
ば
、
第
三
者

が
他
人
に
成
り
す
ま
し
、
様
々
な
行
政
手
続
を
行
い
、

財
産
や
権
利
を
奪
う
こ
と
も
可
能
と
な
り
、
行
政
や

制
度
そ
の
も
の
の
信
頼
性
が
失
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
電
子
的

図‐2　自治事務等に係る汎用システムの基本仕様の概要
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な
印
鑑
登
録
証
明
制
度
と
言
う
べ
き
、
個
人
認
証
を

用
い
て
本
人
確
認
と
原
本
性
保
証
を
確
保
す
る
も
の

で
あ
る
。

　
個
人
認
証
で
は
公
開
鍵
暗
号
方
式
を
用
い
、
こ
の

方
式
は
二
つ
の
鍵
が
あ
り
、
一
つ
の
鍵
（
秘
密
鍵
）

で
暗
号
化
し
た
も
の
は
も
う
一
方
の
鍵
（
公
開
鍵
）

で
復
号
化
し
、
公
開
鍵
で
暗
号
化
し
た
も
の
は
秘
密

鍵
で
復
号
化
で
き
る
特
徴
を
持
つ
。
こ
の
方
式
で
、

文
書
の
交
換
を
行
う
と
図
－
３
の
よ
う
に
な
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
方
法
だ
け
で
は
、
送
信
者
が
本
当

に
本
人
な
の
か
わ
か
ら
な
い
た
め
、
第
三
者
が
成
り

す
ま
す
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
大
き

な
問
題
が
発
生
す
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
を
避
け
る

た
め
、
間
違
い
な
く
公
開
鍵
は
本
人
も
の
で
あ
る
こ

と
を
公
平
で
信
頼
の
お
け
る
第
三
者
が
証
明
す
る
機

関
、
い
わ
ゆ
る
「
認
証
機
関
」
が
必
要
に
な
る
。

（
図
-
４
）

　
現
在
、
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
に
向
け

た
技
術
的
・
制
度
的
な
課
題
等
に
つ
い
て
検
討
す
る

た
め
、
「
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
公
的
個
人
認
証
サ

ー
ビ
ス
の
あ
り
方
検
討
奢
貝
会
」
が
５
月
に
設
置
さ

れ
、
８
月
に
「
中
間
と
り
ま
と
め
」
が
公
表
さ
れ
た
。

　
こ
の
「
中
間
と
り
ま
と
め
」
で
は
、
公
開
鍵
の
登

録
に
際
し
、
当
該
申
請
者
が
本
人
で
あ
る
か
確
認
す

る
機
関
は
、
住
民
に
身
近
な
行
政
機
関
で
あ
り
、
住

民
基
本
台
帳
等
に
基
づ
く
厳
格
な
本
人
確
認
を
行
え

る
市
町
村
が
不
可
欠
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
公
開
鍵
証
明
書
の
発
行
と
公
開
鍵
証
明
書

の
失
効
情
報
管
理
は
、
運
営
経
費
等
の
経
済
性
や
均

質
で
信
頼
性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
全
国
的
に
確
保
す

る
観
点
か
ら
、
都
道
府
県
に
よ
る
運
営
を
検
討
す
る

と
し
て
い
る
。
（
図
-
５
）

電
子
自
治
体

　
電
子
自
治
体
と
は
、
「
既
存
の
紙
ベ
ー
ス
で
行
わ

れ
て
い
る
行
政
を
電
子
的
に
行
え
る
よ
う
に
す
る
も

の
」
で
あ
り
、
先
に
述
べ
た
「
電
子
申
請
・
届
出
」
、

図‐3　文書交換のイメージ図‐4　公的個人認証サービスの流れ

図‐5　公的個人認証サービス制度における証明書発行手続概要イメージ
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「
個
人
認
証
」
以
外
に
も
、
次
の
よ
う
に
様
々
な
も

の
が
あ
る
。

・
電
子
調
達

「
電
子
調
達
」
と
は
、
現
行
の
業
者
登
録
や
調
達
業

務
（
入
札
公
告
、
入
札
仕
様
書
の
ダ
ウ
ロ
ー
ド
、
入

札
、
開
札
結
果
の
通
知
・
公
開
等
）
を
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
等
の
ネ
ッ
ト
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
行
う
も
の
で

あ
る
。

　
こ
の
電
子
調
達
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
入
札
情
報
や
落

札
情
報
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
提
供
さ
れ
、
情
報
を

容
易
に
入
手
で
き
、
企
業
の
入
札
機
会
（
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
）
が
拡
大
し
、
よ
り
多
く
の
企
業
が
入
札

に
参
加
で
き
る
た
め
、
企
業
間
の
競
争
性
が
発
揮
さ

れ
、
落
札
価
格
の
低
下
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
企

業
も
、
市
役
所
・
区
役
所
及
び
事
務
所
・
事
業
所
に

足
を
運
ぶ
こ
と
な
く
、
入
札
に
参
加
で
き
る
た
め
営

業
コ
ス
ト
が
軽
減
で
き
る
。

・
電
子
決
済

　
　
「
電
子
決
済
」
と
は
、
手
数
料
を
必
要
と
す
る
申

請
・
届
出
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
行
う
際
に
、
マ
ル

チ
ペ
イ
メ
ン
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
イ
ン
タ
ー
デ
ビ
ッ

ト
な
ど
で
手
数
料
を
申
請
・
届
出
と
同
時
に
徴
収
す

る
も
の
で
あ
り
、
電
子
申
請
・
届
出
を
実
現
す
る
た

め
に
は
利
用
者
負
担
の
軽
減
及
び
徴
収
事
務
の
効
率

化
を
図
る
た
め
に
必
需
で
あ
る
。

・
行
政
事
務
の
電
子
化

　
　
「
行
政
事
務
の
電
子
化
」
と
は
、
庶
務
、
労
務
、

経
理
事
務
な
ど
の
紙
ベ
ー
ス
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の

を
電
子
的
に
行
い
、
「
電
子
決
裁
」
に
よ
り
文
書
管

理
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
日
々
行
わ
れ
て
い
る
内
部

事
務
に
関
す
る
電
子
化
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
を
導
入
す
れ
ば
、
電
子
自
治
体

が
構
築
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
電
子
自
治
体
と
は
、

電
子
申
請
・
届
出
な
ど
を
電
子
化
す
る
こ
と
だ
け
が

目
的
で
は
な
い
た
め
、
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
か
ら

と
言
っ
て
、
電
子
自
治
体
が
構
築
さ
れ
る
も
の
で
は

な
い
。

　
各
課
で
行
わ
れ
て
い
る
庶
務
・
経
理
等
の
内
部
事

務
を
改
善
し
な
い
限
り
、
電
子
自
治
体
は
実
現
し
な

い
と
思
っ
て
い
る
。
内
部
事
務
は
、
直
接
市
民
に
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
わ
け
で
な
く
、
市
民
か
ら

見
れ
ば
無
駄
な
コ
ス
ト
で
あ
る
。
市
民
は
、
自
分
た

ち
に
享
受
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
求
め
て
い
る

の
で
あ
っ
て
、
内
部
事
務
は
、
で
き
る
限
り
Ｏ
に
近

づ
け
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
た
め
に
は
、
電
子
自
治
体
構
築
の
目
的
で
あ

る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
及
び
簡
素
で
効
率
的
な
行

政
運
営
が
で
き
て
初
め
て
電
子
自
治
体
が
構
築
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
、
電
子
申
請
・
届
出
な
ど
の
シ
ス
テ

ム
が
稼
働
す
る
と
と
も
に
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

う
え
で
必
要
最
低
限
、
無
駄
の
な
い
執
行
体
制
と
な

っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
特
に
、
Ｉ
Ｔ
は
、
時
間
と
場
所
の
制
約
を
無
く
す

道
具
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

複
数
の
箇
所
で
同
じ
よ
う
な
審
査
、
台
帳
入
力
、
集

計
等
行
っ
て
い
る
事
務
は
、
１
箇
所
に
統
合
・
集
約

す
る
こ
と
も
、
逆
に
１
箇
所
で
集
中
的
に
行
わ
れ
て

い
る
事
務
を
各
課
に
分
散
す
る
こ
と
も
可
能
に
な

る
。

　
ま
た
、
今
ま
で
の
よ
う
に
大
量
反
復
事
務
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
置
き
換
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
同
じ
サ

ー
ビ
ス
で
あ
れ
ば
最
低
限
の
コ
ス
ト
で
、
同
じ
コ
ス

ト
で
あ
れ
ば
最
大
限
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
い

う
「
市
民
満
足
度
の
向
上
」
を
意
識
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
さ
ら
に
、
個
々
の
事
務
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
だ
け

特
集
・
Ｉ
Ｔ
社
会
と
横
浜
の
戦
略
②
横
浜
市
の
Ｉ
Ｔ
化
へ
の
取
り
組
み

で
は
な
く
、
申
請
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
で

き
る
限
り
、
一
つ
の
窓
口
で
一
連
の
手
続
き
が
で
き

る
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・
サ
ー
ビ
ス
」
を
実
現
す
る
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
即
ち
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
す
る
た
め
に
は
、
既
存
の
体

制
に
と
ら
わ
れ
ず
に
体
制
そ
の
も
の
を
根
本
か
ら
見

直
す
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
組
織
や
業
務
プ
ロ
セ
ス

の
改
革
無
く
し
て
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
電
子
市
役
所
は
構
築
す
る
の
が
目
的
で
は
な
く
、

行
政
の
電
子
化
は
手
段
で
あ
る
。
目
的
は
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
、
簡
素
で
効
率
的
な
行
政
運
営
を
行
う

こ
と
で
あ
り
、
目
的
と
手
段
が
倒
錯
し
て
は
な
ら
な

い
。
こ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
最
初
に
、
「
ど
の
レ
ベ

ル
ま
で
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
向
上
さ
せ
る
の
か
」
、

「
必
要
最
低
限
の
体
制
と
は
何
か
」
、
「
業
務
プ
ロ
セ

ス
の
改
善
の
余
地
は
な
い
か
」
、
「
Ｉ
Ｔ
を
活
用
す
る

こ
と
に
よ
り
集
中
化
、
分
散
化
を
図
れ
な
い
か
」
、

「
事
務
コ
ス
ト
を
い
く
ら
に
す
る
の
か
」
な
ど
を
検

討
・
吟
味
し
た
う
え
で
初
め
て
、
あ
る
べ
き
姿
の
電

子
市
役
所
像
が
描
か
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
業

務
所
管
課
、
特
に
業
務
全
体
を
と
り
ま
と
め
る
課
が

「
や
る
余
地
は
な
い
」
と
言
っ
た
だ
け
、
あ
る
べ
き

姿
さ
え
も
描
け
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
も
事
実
で
あ

る
。
意
識
改
革
は
人
間
の
性
格
を
変
え
る
の
が
難
し

い
の
と
同
じ
よ
う
に
、
一
朝
一
夕
に
は
実
現
で
き
な

い
こ
と
も
覚
悟
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
、
少
な
く
と
も
全
体

の
フ
レ
ー
ム
に
つ
い
て
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
進
め
る
こ

と
が
成
功
の
鍵
と
な
る
。

　
〈
総
務
局
事
務
管
理
部
情
報
化
推
進
課
担
当
係
長
〉
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